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令和６年度江東区こども・子育て支援事業計画策定に向けた 

区民意向調査等実施概要（案） 

 

１．目的 

令和６年度に予定している「江東区こども・子育て支援事業計画」の策定に向けて、

保育サービス等のニーズ見込みや子育て施策に係る課題等の必要な情報を収集するた

めに区民意向調査及び子育て世帯生活実態調査を実施する。 

 

２．調査の種類 

調査種類 対象者（想定サンプル数） 狙い 

①区民意向調査 ■就学前児童保護者

（3,000 件） 

■小学生児童保護者

（3,000 件） 

■小学生（高学年）本人 

 【今回より追加】 

 （1,500 件） 

■中学生・高校生本人 

 （2,000 件） 

・保育サービス等のニーズ量

算出を行うにあたっての

傾向把握 

・学校生活や放課後の過ごし

方などの実態を把握 

 

②子育て世帯生活実態調査 ■小学校５年生児童及び

その保護者 

 （2,000 件） 

■中学校３年生生徒及び

その保護者 

 （2,000 件） 

■小学生及び中学生の子

を持つ児童育成手当受

給中の保護者 

 （2,300 件） 

・保護者の所得やはく奪指標

等により便宜的な貧困（生

活困難）層を把握 

・貧困（生活困難）層の生活、

教育状況やニーズを把握 

・ひとり親家庭の就労支援 

   や事業ニーズを把握 

 

 

３．設問について 

  設問は、区民ニーズが前回調査から５年間でどのように変化したかを確認し、効果

検証及び新たな課題の把握に活用するため、原則として前回調査の項目を前提としま

す。ただし、時勢にそぐわなくなった項目や、国から保育ニーズ量の見込みについて

方針または調査票案が示された場合は設問の加除修正をするなど整理を行います。 

資料６ 
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【前回調査時の設問例】 

［① 区民意向調査］ 

①-１ 就学前児童保護者対象調査 

 

①-２ 小学生児童保護者対象調査 

主な設問項目 分析の視点 

対象者の属性 

性別、年齢、配偶者の有無、こど

もの年齢・人数、世帯、地区、世

帯年収など 

クロス集計で活用 

就労状況 母親・父親の就労状況 家庭類型の判定に活用 

身近な子育て支援

環境 

こどもを預かってもらえる友人・

知人の有無、状況 

子育て環境の状況を把握し、

相談できる人の有無別等の

クロス集計で活用 相談できる人・相談場所の有無 

教育・保育施設 

利用している施設、利用状況 
利用状況・意向を把握し、今

後の需要予測に活用 
利用していない理由、代わりに利

用しているサービス 

利用中の施設の満足度 施設の料金・距離・方針など

の満足度・重要度を把握 施設を選ぶ際に重視する点 

子育て支援事業、

相談支援事業 

各事業の利用状況 子育て支援事業や相談支援

事業の利用状況、満足度を把

握し、事業の検証に活用 各事業の満足度 

仕事と子育ての両

立 

育休の取得状況、復帰状況 仕事と子育てを両立するこ

とへの考えや、勤務先へのニ

ーズについて把握 

両立する上で大変なこと、必要な

こと 

主な設問項目 分析の視点 

対象者の属性 

性別、年齢、配偶者の有無、こど

もの年齢・人数、世帯、地区、世

帯年収など 

クロス集計で活用 

就労状況 母親・父親の就労状況 家庭類型の判定に活用 

身近な子育て支援

環境 

こどもを預かってもらえる友人・

知人の有無、状況 

子育て環境の状況を把握し、

相談できる人の有無別等の

クロス集計で活用 相談できる人・相談場所の有無 

家庭での生活 

起床・就寝時間 基本的な生活態度や家族と

接する時間の実態について

把握 

家族と食事する機会の有無 

家事の手伝い状況 

放課後の過ごし方 

放課後の過ごし方、状況 

放課後の居場所の充実に向

けて、利用状況・意向を把握 

一緒に遊ぶ友人の数 

希望する放課後の過ごし方 

利用事業の満足度 

仕事と子育ての両

立 

仕事と子育てを両立する上で大変

なこと、必要なこと 

仕事と子育てを両立するこ

とへの考えや、勤務先へのニ

ーズについて把握 
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①-３ 中学生・高校生本人対象調査 

 

 

［② 子育て世帯生活実態調査］ 

②-１ 小学校５年生児童及び中学校３年生生徒本人対象調査 

 

 

 

 

 

主な設問項目 分析の視点 

対象者の属性 
性別、年齢、学年、家族構成、地

区 
クロス集計で活用 

放課後の過ごし方 

部活動参加有無 放課後や休日の過ごし方、過

ごす場所についての実態を

把握 

放課後、休日によく過ごす場所 

安心できる場所 

いじめや不登校の

状況 

いじめの経験（する側、される側）の有無 いじめの経験やひきこもり

になりそうになった経験有

無を把握 

学校に行きたくないと思った経験有無 

悩んだ時の相談先・相手 

自分自身について 
自己肯定感 自分に対する自信や将来へ

の希望についての実態を把

握 夢や希望の有無 

利用しているメデ

ィアについて 

よく利用するメディア、その目的 よく利用する媒体とその目

的・かける時間を把握 上記メディアの利用時間 

主な設問項目 分析の視点 

対象者の属性 性別、年齢、学年、家族構成 クロス集計で活用 

普段の生活につい

て 

朝ご飯、夕飯の摂取状況と孤食の状況 

食事や治療、与えられる物

について所得による差がな

いかを分析 

歯みがきやむし歯の状況 

放課後の過ごし方 

持ち物や経験のはく奪状況 

親との関わりの状況 

学校や勉強につい

て 

授業の理解度や成績の状況 

学習状況の達成度や学習を

受ける機会について所得に

よる差がないかを分析 

進学の希望と、現実の進学の想定、

異なる場合の理由 

塾や習い事、クラブ活動の状況 

無料の学習機会や放課後の居場所

の利用希望有無 

自分自身について 
自己肯定感 自信や将来への希望につい

て所得による差がないかを

分析 夢や希望の有無 
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②-２ 小学校５年生児童及び中学校３年生生徒保護者対象調査 

 

②-３ 小学生及び中学生の子を持つ児童育成手当受給中の保護者 

主な設問項目 分析の視点 

対象者の属性 家族構成、居住形態 クロス集計で活用 

こどもの生活につ

いて 

健康状態やむし歯の状況 食事や治療、与えられる物

について所得による差がな

いかを分析 

持ち物や経験のはく奪状況 

こどもの悩みや将来の夢 

こどもの学校・教

育について 

授業の理解度や成績の状況、不登校の

経験 
学習状況の達成度や学習を

受ける機会について所得に

よる差がないかを分析 
進学の希望、教育費で負担に感じ

るもの 

父母について 

あて名のこどもとの続柄 

保護者の最終学歴や生育経

験（両親の離婚経験等）と

所得の差の関係を分析 

地域での付き合い、相談できる人の有

無 

健康状態、体調不良時こどもの世

話を頼める人の有無 

父母の最終学歴や、過去の生育経験 

仕事の状況につい

て 

就業状況、勤務形態、帰宅時間 
保護者の就労状況、就労意

向を把握 
働いていない場合の今後の勤務希望と

条件 

家計の状況につい

て 

進学のための積立や学資保険の加

入状況 

世帯の経済状況について分

析（主として貧困層である

かの分析を行う項目） 

経済的理由で買えない・払えない

経験、通院できない経験 

世帯の経済状況（主観） 

世帯収入 

経済的支援の制度利用状況 

主な設問項目 分析の視点 

対象者の属性 性別、年齢、家族構成 など クロス集計で活用 

仕事の状況につい

て 

就業状況、勤務形態、転職意向 
保護者の就労状況、就労意

向を把握 
働いていない場合の今後の勤務希望と

条件 

こどもの生活につ

いて 

健康状態やむし歯の状況 食事や治療、与えられる物

の実態を把握 持ち物や経験のはく奪状況 

こどもの学校・教

育について 

授業の理解度や成績の状況、不登校の

経験 
学習状況の達成度や学習を

受ける機会、不登校経験の

実態を把握 放課後の過ごし方や勉強時間 

家計の状況につい

て 

進学のための積立や学資保険の加

入状況 
世帯の家計・収入状況につ

いて把握 
養育費、就学援助費の状況 
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４．令和５年度のスケジュール（予定） 

  

〔こども・子育て会議の想定内容（調査部分）〕 

  

 

公的サポートにつ

いて 

現在の悩みごと、相談相手有無 

主としてひとり親家庭の支

援ニーズを把握 

交流機会の参加意向 

情報入手手段 

各ひとり親施策の利用状況、利用

意向、満足度等 

 
令和５年度 

６月 ７月 ８月 ９月 10 月11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

子
育
て
世
帯
生
活
実
態
調
査 

区
民
意
向
調
査 

調査票等作成 

          

          

項目検討 印刷        

調査票発送・回収 

          

          

          

集計・分析・課題抽出 

          

          

          

報告書作成 

          

          

          

こども・子育て会議（年４回予定） 

          

●  ●    ●  ●  

          

第１回 

（６月２６日（月）） 

第２回 

（８月中旬～下旬） 

第３回 

（１２月中旬～１月中旬） 

第４回 

（２月上旬～中旬） 

・区民意向調査実施

概要提示 

 

・子育て世帯生活実

態調査実施概要

提示 

 

・区民意向調査項目

（案）提示 

 

・子育て世帯生活実

態調査項目（案）

提示 

・区民意向調査結果

概要（速報値）提

示 

・子育て世帯生活実

態調査結果概要

（速報値）提示 

 

・区民意向調査結果

報告（案）提示 

 

・子育て世帯生活実

態調査結果報告

（案）提示 


